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ある種の短日植物では光に開花抑制作用があ り, この抑制作用は明期を 低温にすることで取 り除かれる
ので, 低視は暗期を代行しうるという･報告もあるが, アサガオではこのような現象は認められない｡
2) 他の短日植物 (例, オナモミ) でほ暗期後の光は暗期反応生成物の安定化と移動に重要な役割をも
つと考えられているが, アサガオでは暗期後の低温も何 ら花芽形成に影響がなく, 感応は暗期後には光に
も温度にも安定な状態に達しているものと考えられる｡
Ⅱ. 暗期中の温度
1) アサガオの花芽形成は一回の長い暗期でひき起されるが, その暗期の適温は28oCで, 18oC以下 ま
たは33oC以上では16時間の陪期一回では開花は蜂こらない｡
2) 暗期を前後に二分して温度を変えると, 前半 ･後半ともに低温で抑制されるが, 前半部の低温がよ
り抑制的である｡ 暗期反応の温度係数は反応初期の方が後期のそれよりも大きいようである｡
3) 暗期の途中短時間低温を与えると暗期の効果は減殺される｡ この低温に よる開花抑制は暗期の中
央が巌も強く, 12時間目以後の低温はほとんど抑制作用がない｡ この現象は光中断に煩似しているが, 回
復の条件その他の点において異なっている｡






2) 16時間暗期の前に 8 時間の低温暗黒処理をすると開花は抑制される｡ この前処理後, ただちに赤色
光をごく短時間照射するだけで抑制作用は取 り除かれる｡
Ⅳ.- 自然条件下での花芽形成
アサガオの花芽形成の限界日長は最適温度下で約 15 時間である｡ 本州中 部の一番目の 長い夏至の 頃で







長がとまる｡ しかし自然条件下では日長が限界日長よりわずかに短いだけであるか ら開花刺激が弱く, 塗
殖生長と栄養生長は平衡を保ち, 骸芽に花芽をつけなが ら主軸生長点は生長を続けてゆく｡




もに暗期の適温を定め, 暗期中短時間の低温が著しく花芽形成を抑制することを見い草した｡ この ｢低温
中断｣ の効果は暗期開始後の時刻によって異なる｡ 著者はこの現象が光中断に類することを指摘し, 両者
の類似点と相違点を明らかにした｡ またアサガオの自然の開花習性が実験的に決定された限界日長か ら
は理解しがたいことに注目し, その原因が初夏の夜間気温の低下にあることを明らかにした｡
著者が ｢低温中断｣ の現象を詳細に研究し, 光中断現象との異同を明らかにして, 開花現象解析に｢ つ
の新手段を加えるとともに, しばしば認められる実験条件下と自然条件下の開花反応の相違の原因を明ら
かにしたことは開花生理の研究上寄与するところが大きい｡ よって本論文は農学博士の学位論文として価
値あるものと認める｡
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